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注1)F. Kat6 : Aufgaben und Probleme der Waldbewertung in Theorie und Praxis， Allgemeine Forst Zeitschrift 































































































































































































































ρによる現在価合計額。即ち Co，Cj， C2'…， Cnを各年の補助金を控除した造林費とすれ
ば，
Cl 1 C2 I I Cn .[!，円C=cけ..':1. +. ~2.τ十 H ・ H・..・十一一一=やーと」
υ 1.ot ， 1.ot“ 1.0ρn 合も1.0ρz





























騰索率を sとすれば，Aol.Osn=An……………...・H ・.…..・H ・-…'"・H ・..・H ・..・H ・-…'"・H ・.…..…・ 1) 
又n年間の後餓合計Sを求める方法に 2通りある。J'1Pち倣格んを用いる場合と飯絡Anを用いる場合とあるo
A。を用いる場合の名呂利率を 7とすれば Aol.Orn= 5……………...・H ・-…'"・H ・..……'"・H ・..…………2) 
Anを用いる場合の実質利率をρとすれば Anl.opn= 5 …..・H ・-…・…...・H ・..・H ・.…..・H ・H ・H ・-….3)
式2)，式3)から Ao1.0rn=An1.0)りn..・H ・-…...・H ・-…一…・H ・H ・.…..・H ・.…..・H ・..…..・H ・...4)
式4)に式 1)を代入すれば Ao1. Orn= Ao1. Osn・l.opn :.l.Or=l.Os' 1.0p 
J'1Pち1+0.0r=(1十0.os)(1+0.0ρ)，:.0.0 r =0.0ρ+0.0 s +0.000 s • P 

























Au ト~D;1.0pu-;- C 






Au l.Osu+ ~Di l.Osil.OrU-i Cl.Oru vl.Os .( 1 )"
U l.Oru -l.Osu l.Or-l.Os 
イ呈し
0.0 s 林業関連の平均約物価騰貴率
0.0 r 名目的林業利率 ただし 1'>sとする
更に騰貴率(又は下落率)を Au，D;， C， V等個有の騰貴率(又は下落率)に細分化しもっと
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密に計算する必要のある時がある。その場合式(1γは次式(1)川の如くなる。
B" = -::--:?-'7.":':弘二十2Dt13sλOrUi… C1.0rU V1.0su …( 1 )附
U -1.0rU-1.0sAU I 1.0rU-1.0sDU 1.0rU-1.0sU 1.0r-l.Osv 
し
O.OSA : Auの物舗騰賃率ただしr>SA 
O.OSD : Diの物価騰貴率 ただしr>SD 
O.OSc : Cの物価騰貴率ただしr>Sc 
O.OSv vの物価騰貴率 ただしr>Sv 
3 比較方式による林地評鏑
(1) 直接比較法



















































て取引事例地の基準価格 (β')に乗じて得られる傭格をもって評価対象林地の評価額 (β) とする
もので，「収益方式を加味した比較方式J，ないし「両方式の折衷方式」による方法であり，次式に
依る。









… Au十"'2，Di1.0XU-i-Cl.0xu む ……・(4 ) 1.0xU-l O.Ox 
式(4)中のxは次式を満足させるものとする。




















i i11 ^  _U V(1.0pU-l) Au十"'2，Di1.0pU-i-C1.0pu ー
Btニ O.0p +-11-…..・H ・..…………(6 ) 
1.0pU ' 1.0pu 
但し
品:求めるべき評価対象林地の混合地価
















































Hkm二 Cl.Opm十(B+Y)(l.Opm_l) -Dnl.0pm-n…...・ H ・..…………'"・ H ・..…(8 ) 
Hkm = C101.Op間一10+(B十 Y)(1.0pm_1)-Dnl.0pm-n …………...・H ・..………(8)'




( h ム τ÷ ÷1Lidムァ=c。工高-'TOjl，...... . 'Lopn ) f:'o 1.0p 
V:年間の管理襲 (v )を林業利率で黙した資本還元額。即ち管理費資本ーヱー
1 
t=:J "'--=.!FJ..Y"'l "T~ 0.0ρ 
β:林地価額(林地売嬰儲)。年々の地代を bとすればB ーぷー0.0ρ 
Dn: n年生時の間伐収益
c10 :各年の造林費 Ci (造林補助金相当額を除く)のみの10年間の後備合計額
10 






























現在m年生の評伺対象林水(未成林木) を伐期 (u年) まで育成して得られると予澱される主開
伐収益から， その関に必要とする費用を控除して算出される純収益の評価時点における現在備をも
って， その林木の評価額とするもので，「林水期望儲」と称され，次式による。













































α.v… m'e _ m.k -一一..... ，，. ~ 1十Zr ，.品
α斗(雨戸)••••• ••••• •••••• •••••• •••••••••••• •••••• •••••••••• ••••• ••••••••• ••••• (山
αについてみると，これは評価対象林木の立木材積m3当たりの単価である。これに立木材積を乗








































立 木 丸 太
B室径級 会林 事禁 E事 木 擦当E 木 色、 ら E主 E主 さ れ る 丸 太 全林からの丸太
(本数) ;材絞 目部隊iまf主 総i¥li jz木材綴 長級 米口直後 材1資品号事別割合基準{臨務品等による悩1'1 機当主木{砺絡 1禁E経木単価 キIj!有率 材 f立 {濁 告員
m ③ m C買1 百l ⑥ m m αn @ m 1000円1m @l倒防Int @=@x@円/ば ①=@ム@円/ぱ @ロ@ム⑥% ⑤z③x@m'①立①x⑥内
22~26 19.1 24 18 0.38 4 20 0.16 1 0.3 48 14.4 
(52本) I 0.7 25 17.5 
4 15 0.09 1 0.1 32 3.2 
I 0.9 21 18.9 
3 9 0.024 I 0.3 17 5.1 324 I 0.7 12 8.4 
ノj、計 0.274 7，417 27，069 72 15.39 416，597 
28~32 50.4 30 20 0.63 4 25 0.25 1 0.4 5 2 
(86本) I 0.5 32 16 
I 0.1 2 2.2 
4 19 0.144 1 0.3 36 108 
I 0.5 23 11.5 
I 0.2 13 2.6 
4 13 0.068 I 0.3 19 5.7 
I 0.7 13 9.1 
小計 0.462 14，642 31，693 73 36.79 1，165，972 
34~38 57.6 36 22 0.96 自 27 0.437 1 0.5 65 32.5 
(63本) I 0.4 47 18.8 
I 0.1 28 2.8 
4 2 0.194 1 0.4 40 16 
I 0.5 25 12.5 
I 0.1 14 1.4 
4 15 0.09 1 0.2 30 5 
I 0.6 21 12.6 
I 0.2 13 2.6 
3 9 0.024 I 0.3 14 4.2 302 
I 0.7 12 8‘4 
小計 0.745 31，653 42，487 78 44.7 1，899，180 
ぷtコ込 ヨfl+ 127 96.88 3，481，749 





















丹別の丸太売上収益見積額を ei'月別の事業費見積額をん事業期間を η とすれば，正確な林木
伐採価評定の一般式が次のように得られる。









経過月数 。 1 2 3 4 5 6 計 備 考
収支
A A 立木代金 A 
汚別支出 柑輸局輔幅幅ー__喧~ - - - - --骨副同由由由柑白骨喧掴由司・----------------酔__-伊暢白骨ゆ#柑榊榊助砕柑柑榊榊 柚帽輔副___ーーー ー・・ー・ a ・・・ー鼻骨骨ゆ W 鞘
200 100 50 50 50 50 500 伐出運搬経費 K 
月別収入 100 200 400 600 700 2，000 丸太売上高 E 
支出累計 200 300 350 400 450 500 2，200 Kを含む

















Am = {Auー ((;-G)ぼゴぷ+(台-G) .......................(13)' 
(. rt¥(m-10)2 Am = ( Au -C10 J 十C10 ・H ・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・..…...・H ・..……………(14)
¥L:l.u 'Lt1O)(u--l0)2 
(. fJ-. rt¥i(m-10)2 
Am = iAu一(C1O-G1O) (C1O-G1O) l L:l.-' 'Lt1O-UIOJ  (u-lO) -・・(14)' 
Am = (Au-HkO) r;:十HkO.................................(13)" 
(A TT ¥ (m-10)2 Am = (Au-Hk10 J 十H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・..…………...・H ・.(14)" ¥L1U HlO)(u-10)2 I HklO 
(A TT ¥ (m-n)1 Am=IAu-HknJ)'一一一一+Hkn ..…・・……H ・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・-…・・・…・…・・・・(15)¥ L:l.u Hkn (u-n)1 I .L.l.k 
( A '^ u-m TT ¥(m-n)1 Amz dulOsfhHMMヲ γ+Hkn .......................(15)' 
f旦し
品。:林木が自立するまでのη年聞における造林補助金相当額を掠く各年の造林費及び管理費・
地代の見積額の零時点における林業利率ρによる現在錨合計額。卸ち :E-"主LTO 1.0ρz 
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しかし一般に
Cl C2 C" .p 
Co十一一一 τ+....・H ・+.~'~ n = ~ームr= C を用いる。l.Op ， l.Op2 ' 'l.Opn [;'0 l.Op 







































































Am叫ん-C)旦〈二三十C.....一… …・……・…………………(16)U ~/ 1.0pu-1 
Am = (Au-CrOpU)士筋三+C1.0pm ................................................(17) 
Am叫ん-H
k1O)帯主哨10...........................(16)' 
Am = (Au HkωpU-1O)苦手斗+Hkωpm-lO .............................. (17)' 
{.e.し












( 3 ) 造林利回法
式(17)に於けるρを定数でなく可変数とした場合，そのρがAu-C1.0ρu=0を満たすような値一一
これは所謂造林利屈である一ーの場合は，式(1りは結局Am=C1.0ρmとなり，極めて簡単となる。式




Am = Cl.OXlm ….・ H ・H ・H ・..……...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・...・ H ・.‘・ H ・H ・...・ H ・...(18)
Am = Hk101.0X2m-lo .・ H ・H ・H ・..……...・ H ・...・ H ・...・ H ・..…...・ H ・H ・H ・-………(18)'
{e.し





































W ご S十(Au+Da l.Opu-a十…-Cl.Opu _ v)…H ・H ・-…-…………・(19)


















=S+UQ-N)+ Da l.Opn-a-N(l.Opn-lL_ v1 ...........................(お)
































































と収麓を繰り返えす方法が考えられる。関3の(1 )では以上のような関係が示されている。(2 ) 
S 
( 1] S ( 2] 










。 ーーーーー山~--一一一四回ー-'- tJ 2tJ t， tJ 2tJ t， 。 tJ 2tJ t， 0 



















P. Q(t.ih -p. N ， p. Q(t.ih -p.N . v Max.W = (p.S-p.N)十 <t，r:;'t .1. .L Y + e-' . r 















































'- 0(" _.J 一 一 =0 ・ H ・H ・-…--・H ・--(24)
ot 
Dí~金t.Jjj_ 1 i
笠こ ~L3N ソ P=Q ………… ....・H ・.....…・…一……(25)
oN e --1 
方程式(24)，式仰の経済的な解釈は伺であろうか。微視的経済理論からすれば，「最適の投入レベルは，




P-[今t.NlJ(eTt-1) -r'eγt. p.( Q(t，N) -N) = 0 
P{今アJ=兵tpah-F〕 -・(26)






-e付 -1.p・((i(t，N) -N) 
P.( Q(t.fh-1す〕ヱ r'P・〔吾仏舟)-JV〕+r efi-1 -
i'l I __ r p.(Q(t.N)-N'eTt) i = r. p. Q(t.N)十r1 γ }……...・ H ・H ・H ・.…..・ H ・..・ H ・-(27)







_. . p.1 U皇制L-11= P'(e円一1)
l aN 
P{ a~(;:) ] = P'eTt ...................................(28) 
aN 



























FV = Q-Cl.Opu 一一旦一二 R ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(30)









文，現存異齢林の蓄積価 (5)をそのまま最適の慕礎蓄積価 (N) とする場合，






- H I L 1.0pt-1 O.op J 




ここで輪伐期を 1年，即ち t= 1とし，全林菌択伐裂をとるなど，連年収入が可能な作業型をと
るとすれば，式闘は次のようになる。


















取引事例の森林価を W'u，その取引価額を W'，評髄対象の森林錨を Wuとすれば，評価額Wは次
式(却のようになる。





























































2 )柴村哲象編著山林の評価新版 日本林業技術協会 (1980)
3 )梅田正樹男他編著標準工程表と立木評価 日本林業謡査会 (1982)
4) Wilhelm Mantel Waldbewertung， Sechste Auflage， BL V Verlagsgesellschaft (1982) 
5 )不動産鑑定評価研究会鑑定評価の現代的課題住宅新報社 (1983)
6) F. Kato Aufgaben und Progleme der Waldbewertung in Theorie und Praxis， AFZ 21/1985， 
pp.511 ~515 (1985) 
7 )薬村哲象稿米成林木評価法の研究鳥大農演研報16号 (1986)
8 )ニュー・アプレイザル・グループ鑑定評価のフロンティア 清文社 (1987)
9 )東京農工大学林学科編林業実務必携第3版朝倉醤庖 (1987)
10) Richard C. Wolcott The Appraisal of Real Estate ged A.I.R.E.A (1987) 
栗村哲象稿 林地と林木の評価(林業技術ハンドフ、ツク所収)全国林業改良普及協会 (1990)
12) B. Bruce Bare and Thomas R. Waggner : Forest Land Values and Return on Investment， 
Forest Science， Vol 26， N 0 1， pp.91 ~96 (1980) 
13) Sun J oseph Chang : Determination of the Optimal Growing Stock and Cutting Cycle for an 
Uneven-Aged Stand， Forest Science， Vol 27， No 4， pp.719~744 (1981) 
14) Dale O. Hall: Financial Maturity for Even-Aged and All-Aged Stands， Forest Science， Vol 
29， N 0 4， pp.833~836 (1983) 
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記号一覧表
A....…....・H ・立*の売上高(評綴額) 日・…....・H ・...丸太売上単価(ぱ当り)
a ..・H ・......立木の高よ単価(ぱ当り) f.…・・・・…・・利用率
Am …....・H ・.m年生立木の売上高 G……ー……造林補助金ないし向指
当額の前{滋合計額
Au .…...・H ・伐期における立木の売上 G10 …………造林補助金ないし同相
高 当額の 10年生までの
元利合計額
B.…....・H ・-林地売買価(評価額) Hem ……..…林水期主義価
ぽ …・ H ・H ・-林地売異事例基準価格 HKm・H ・H ・....林木費用{防
Bu ・H ・H ・-…林地期望価(評価額) K…H ・H ・...…伐採・搬出・遂搬焚等
事業費











































w ・H ・H ・....森林予定震価
W'…………森林売妥翠僚の基準価格
X……………林業利回もしくは造林利回
